
設楽ダムの湖面利用を
考えよう
山村都市交流拠点施設・設楽ダム関連活動実行協議会の活動について

第36回アウトドアカレッジ（ダム部）

令和8年5月20日（水）午後７時～午後８時＠設楽ダム広報展示室



本日の内容

１．前回のまとめ

３．公募による社会実験について
～民間事業者の柔軟な発想とノウハウを活用したイベントの開催～

４．意見交換

２．山村都市交流拠点施設について



１．前回のまとめ



第35回アウトドアカレッジまとめ①
■3公園の検討経過
〇 過去（令和3～5年度）の業務委託の内容について

〇設楽ダム対策協議会の水没地区役員・委員のニーズ整理（R8.3実施）
・地域の歴史・文化を継承できる公園にしてほしい。

大名倉：石碑の設置、もみじやあじさいの植樹
川向：しだれ桃の里の再現、石碑、ベンチ
八橋：忠魂碑、歌碑、石灯籠の復元。

→共通：メモリアルパーク的な機能の設置が必須。



第35回アウトドアカレッジまとめ②
〇各公園の概要
・ 大名倉公園

南側 15,000㎡、北側 10,000㎡と広い。
道路より公園予定地の位置が低く、アプローチ方法が課題。
過去の検討業務時から道路計画が変更されており、
最新ルートに合わせた再検討が必要。

・川向公園
約13,000㎡、細長い形状でくびれ部の最も狭い箇所は20m。
国道257号に近い側は道路との高低差が大きく、盛土などの調整が必要。
国管理のスロープは管理用船舶の利用が想定されるため、
民間利用の際は調整が必要。
階段護岸を想定（護岸から湖面に降りることは禁止）。



第35回アウトドアカレッジまとめ③
〇各公園の概要
・八橋公園 ・・・現状の公園も活用することになると想定。

旧八橋小跡地は水没区域内であるため固定物の設置は困難。
→イベント時の仮設利用（足湯・可動式BBQなど）程度か。
旧八橋小跡地はアクセス道路が課題で、水没区域内の既存道路の
一部活用や現道の設楽根羽線（将来的にはダム管理道路？）の利用が
出来ればなんとかなるかも。

〇今後のスケジュール（案）
令和８年度：民間活力導入の検討開始
令和９年度以降：基本計画策定
令和１４年（試験湛水開始まで）：整備を進めたい



第35回アウトドアカレッジまとめ④
〇現在の課題
・物価高騰
・道路計画変更・国や県の工事スケジュールが不明確
・将来の維持管理

〇今年度の委託業務
・民間活力導入（PFI等）の可能性調査。
・公園全体管理だけでなく、一部管理・特定施設のみの整備運営など、
多様な関わり方を調査。



４．意見交換

・参加者A：大名倉公園は漁協から釣り堀を設置の要望があったという記録が
                     残っているが、どこを想定しているか？（町から質問）

→ 水量が安定せず困難。

・参加者B：植樹などを進めるにあたり大名倉公園は広く魅力的。
トイレ・電源整備が重要。

・参加者C：公園単体での収益化は難しい。
維持管理を民間に任せるとはどんな形を想定しているか。
→今年度業務で、公園全体を管理・運営してくれる事業者が
見つかるのが望ましい。そうでなくても、公園の一部の植栽管
理を担う企業が出てくるなど、様々な関わり方を検討していく。

第35回アウトドアカレッジまとめ（意見交換①）



・参加者D：今年度の業務委託を行うにあたり、民間企業から多くのアイデア
を出してもらうために、町の示すゾーニングは「仮」であること
を明確に伝えた方が良い。

・参加者E：大名倉の東海自然歩道の扱い → 新ルートに付け替え予定。

・参加者F：川向公園の階段護岸の利用方法 → 観覧・休憩用途を想定。

・参加者G：PFIを行うとしても、この３公園だけでは規模が小さく手を挙げに
くい。山村都市と組み合わせて発注したほうが、山村＋３公園で

                     利活用の魅力が高まるので、そのような検討をしてほしい。

４．意見交換

第35回アウトドアカレッジまとめ（意見交換②）



川向公園

第2駐車場として
整備予定あり

細長い施設
（約350メートル×約20～50メートル）



八橋公園



現在の計画では
公園ゾーンの中央付近に

小松田口線が通る

大名倉公園

取水ダムが計画されて
いる模様？

取水ダムの位置を
少し北に修正しました



【参考】メモリアルパークのイメージ（企画ダム対策課撮影）

川上ダム（三重県伊賀市）



２．山村都市交流拠点施設について



●

設楽町役場

山村都市交流拠点施設建設予定地

２．山村都市交流拠点施設とは

山村都市交流拠点施設は、設楽ダム建設事業
をきっかけとして、水の利益を受ける
豊川下流域5市が平成20年12月の
「設楽ダム建設同意に係る確約事項」に基づき、
設楽町に整備する施設です。

下流地域は、水源地域の理解と協力なくして
発展はありえず、水源地域がこれからも
振興していくことで、安定した水資源の恩恵を
受けることができます。

したがって、上下流は一体である
との認識に立ち、本施設を山村部と都市部との
交流を図る拠点として、東三河広域連合が
整備運営主体となり、
検討を進めていくものです。



山村都市交流拠点施設整備事業　工程・スケジュール（想定） 2026/5/12作成　　（未定稿）

【全体工程】 
年度 R３ R４ R６ R７ R８ R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

【令和８年度の事業概要 (委託事業者と連携して実施)】 

R５ R９

山村都市

交流拠点
施設

設楽ダム
（参考）

山村都市交流拠点施設【概要】

・設楽ダムのダムサイト（現在の土捨場【敷地約5.9ha】）に整備

・水・森林の恩恵を基軸とする 「上下流交流の推進」、

地域内外から人を呼び込み、設楽町をはじめ、東三河地域全体の 「地域振興への寄与」、

の拠点とすることを目的とした施設

・整備事業の主体は、東三河広域連合

施設機能の検討

（検討会議）

基本構想 用地取得 用地の有効利用検討、実施

用地への残土搬入

試験湛水工事
供用

開始

地域への説明（理解促進）、連携方法の検討

施設機能の検討

（ワーキング）

① 地域の現況調査

② 施設機能条件の整理

③ 事業モデルプランの検討

④ 整備・運営手法の検討

供用開始

【↓↓ 以下の工程・スケジュールは、あくまで想定です】

主体的に取り組む

エリアマネジメント組織の検討・構築

月 34 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

調査
とりまとめ

業
務
内
容

事業者
選定

① 地域の現況調査
　
・ 建設用地の状況、
　周辺のインフラ、施設、
　人口・産業動態 などを
　調査し、将来動向を含め
　整理

・ 周辺の開発計画等
　の情報整理

② 施設機能条件の整理
　
・ ①の結果と、基本構想等との整合性（実現可能性、
　課題など）を評価し、
　持続可能な施設の基本的な考え方を整理

・ 基本的な考え方をベースに、
　具体的な機能・施設等の条件、イメージを検討、整理

③ 事業モデルプランの検討

・ ②を踏まえ、具体的な事業モデルプランを検討、作成
　（概略図の作成、概算事業費算出）

・ 本事業に対する民間事業者のアイデア、
　参加意向等把握のためのヒアリング調査を実施

・ 地域団体等へのヒアリング調査を実施

④ 整備・運営手法の検討

・ ③の事業モデルプランについて
　官民連携手法を含め、
　想定される整備・運営手法、
　事業スキーム案を検討

〇基本計画の策定

〇実施設計
〇基本設計

〇運営主体の検討・選定 など
〇建設工事



山村都市交流拠点施設予定地 周辺図・計画平面図



３．公募による社会実験について
～民間事業者の柔軟な発想とノウハウを活用したイベントの開催～



公募による社会実験について
～民間事業者の柔軟な発想とノウハウを活用したイベントの開催～



• 令和８年３月、設楽ダム建設や地域資源を活用・連携し、設楽町

及び東三河地域の発展に寄与することを目的とする「設楽ダム

関連活動実行協議会※」を設立しました。

• 本協議会第１弾の取り組みとして、設楽ダムの工事現場および

設楽ダムを含めた周辺エリアにおいて、民間事業者の柔軟な発

想とノウハウを活用したイベントを開催するため、社会実験を実

施する事業者を募集します。

（社会実験実施期間：２０２６年４月～２０３５年３月）

※設楽ダム関連活動実行協議会

国土交通省設楽ダム工事事務所、愛知県豊川水系対策本部事務局、設

楽町、設楽町商工会、（一社）設楽町観光協会 で組織

社会実験の概要



社会実験のイメージ（取組事例）













４．意見交換



参加者A：今後の事業推進にあたり、早期に民間事業者

とのサウンディングや意見交換の機会を

設けるべきである。

→ 今年度の業務の中で実施していく予定である。

また、行政だけでは地域資源の価値や可能性を

十分把握できないため、民間事業者の視点を

積極的に取り入れることが必要であると考えている

参加者B：山村都市交流拠点施設の5.9haという広大な土地は

全国的にみても優位性がある。整備においては

十分な広さの駐車場を確保してほしい。



参加者C：３公園と山村都市交流拠点施設を一体的に運営する

可能性について。

→ 現時点で方向性は決まっていないが、将来的な可能性を

否定するものではない。

今年度、山村都市交流拠点施設の運営方法については、

公設公営、公設民営、民設民営等も含めて検討していく。

参加者D：山村都市交流拠点施設の、現況の土地における

利活用方法としては、駐車場として利用できるだけ

でも非常にありがたい



参加者E：山村都市交流拠点施設の検討業務を進めるにあたり

大手コンサルタントや大規模事業者のみで検討を

進めるのではなく、実際に地域で活動している

民間事業者の意見を積極的に取り入れるべきである。

また、交流拠点施設に対して、水源地域・中流域・

下流域それぞれに思いを持つ事業者が存在するため、

そうした思いが実現されるような施設づくりが重要である。

→地域で実際に活動している事業者等の意見も丁寧に

聞きながら検討を進めていきたい
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